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ユーザユーザ企業企業からから見見たた問題意識問題意識  

◆◆  複雑複雑でで鈍重鈍重ななITIT基盤基盤  
  

◆◆  バージョンアップバージョンアップ地獄地獄  
  ▶▶  当社当社ののBIBIツールのツールの事例事例  
  

◆◆  多層化多層化・・縦割縦割りのりの組織組織  
  

◆◆  ユーザユーザ側側もも問題問題  
  

◆◆  管理主義管理主義～～官僚主義官僚主義  
  

◆◆  再構築地獄再構築地獄  
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複雑で鈍重なIT基盤 

➣➣コンピュータはコンピュータは年々遅年々遅くなっているとくなっていると感感じるじる｡｡  
  2020年前年前のスーパーコンピュータののスーパーコンピュータの計算力計算力がが、、数万円数万円でで購入購入できるできる｡｡  

  しかししかし、、毎年毎年コンピュータはコンピュータは遅遅くなっていくとくなっていくと感感じるじる。。  
  （（少少なくともなくとも体感体感は・・・は・・・））  
  

➣➣ユーザのユーザの使使えるリソースえるリソース  
  CPUCPUのの処理能力処理能力のの8080％％がが、、OSOS・ミドルウェアが・ミドルウェアが消費消費しているしている。。  
  企業企業ののBiz ApplicationBiz Applicationはは、、2020％％程度程度しかリソースをしかリソースを使使えていないえていない｡｡  
  特特にに、、ネットワークネットワーク上上のパケットにおいてのパケットにおいて、、BizBizにに必要必要なな情報情報はは  
  何何％％程度程度なのだろうなのだろう??  
  

➣➣多層多層・・隠蔽構造隠蔽構造  
  ハードウェアをハードウェアを隠蔽隠蔽するためにするためにOSOS  
  OSOSのの差差をを吸収吸収するためにするために仮想仮想マシンマシン  
  そのその上上にに、、ミドルウェア・ミドルウェア・Application ServerApplication Server・・FrameworkFrameworkなどがありなどがあり、、  
  そのその上上にに、、Biz ApplicationBiz Applicationがが乗乗るる｡｡  
  

➣➣多機能化多機能化  
  使使わないわない機能機能もも多多いい。。  
  またまた、、異異なるソフトウェアでなるソフトウェアで機能重複機能重複  ➝➝  コストコスト増増  
  どのソフトでもどのソフトでも同同じことができるじことができる➝➝どこでどこで実施実施するかをするかを考考えてえて、、開発開発ガバナンスガバナンス  
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複雑で鈍重なIT基盤 

➣➣そもそもそもそも、、多層化多層化・・隠蔽化隠蔽化はは何何のためにのために行行われたのだろうわれたのだろう  
  変化変化にに柔軟柔軟にに対応対応するするためため、、だとだと思思われるわれる｡｡  
    オブジェクト指向、データモデリング、正規化、MVCモデル、DI（Dependency Injection）コンテナ・SOA・疎結合・・・ 

 

➣➣しかししかし、、現状現状ののITIT基盤基盤はは鈍重鈍重でで変化変化にに弱弱いい。。  

  簡単簡単にバージョンアップできないにバージョンアップできない｡｡  
  簡単簡単にに捨捨てることができないてることができない｡｡  
  一度走一度走りり出出すとすと止止まらないまらない｡｡  
  本末転倒本末転倒であるであるとと感感じるじる。。  
  

➣➣Black boxBlack box化化    
  しかもしかも、、このようにこのように多層化多層化・・隠蔽化隠蔽化されたされたITIT基盤基盤はは、、  

  ブラックボックスブラックボックス化化しているしている。。  
  そもそもそもそも、、コンピュータはコンピュータは論理論理をを積積みみ重重ねてねて構築構築されてされて  
  いるはずいるはず。。しかししかし、、いつのころからかいつのころからか現象的現象的にとらえるにとらえる  
  しかなくなってしまっているしかなくなってしまっている｡｡  
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バージョンアップ地獄 

➣➣ユーザユーザ企業企業ののITIT部門部門のの仕事仕事のの多多くはくは、、バージョンアップのバージョンアップの仕事仕事  

  ☞☞ソフトウェアのバージョンアップソフトウェアのバージョンアップ  
      非互換非互換のの調査調査・テストに・テストに手間手間がかかるがかかる  
  ☞☞サーバーサーバー（（ハードウェアハードウェア））のリプレースのリプレース  
      リプレースリプレース地獄地獄（（OSOS・ミドルのバージョンにも・ミドルのバージョンにも気気をを使使うう））  
  ☞☞WindowsWindows  UpdateUpdate  

      通信通信インフラにインフラに負担負担｡｡メディアメディア対応対応することもすることも｡｡  
  
➣➣特特にに基幹系基幹系ERPERP・フロー・フロー制御基盤制御基盤などのなどの  

  バージョンアップがバージョンアップが難難しいしい｡｡  
  ☞☞あるソフトウェアをバージョンアップするとあるソフトウェアをバージョンアップすると他他が・・・が・・・  
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当社当社ののBIBIツールツールのの事例事例  

➣➣障害多発障害多発  
  ☞☞原因不明原因不明ののサーバサーバハングアップがハングアップが多発多発  
    ▶▶多多いときにはいときには一日一日にに数回数回サービスサービス停止停止～～ユーザからユーザから苦情電話苦情電話のの嵐嵐  
    ▶▶週週にに22～～33回回のの深夜深夜のの処理異常処理異常  

  ☞☞そしてそして、、そのその障害障害はは再現性再現性がが無無いい  
  

➣➣開発元開発元ににサポートをサポートを依頼依頼  
  ☞☞ほとんどとりほとんどとり合合ってもらえないってもらえない。。  
  ☞☞「「再現再現させてくださいさせてください」」がが口癖口癖  ➝➝  再現再現テストテスト地獄地獄  
  ☞☞あのあの手手、、このこの手手でアプローチでアプローチ  ➝➝  ほとんどほとんど結果出結果出ずず｡｡  
  

➣➣そのその後後  
  ☞☞BITBIT社社カスタマーサポートカスタマーサポート部部とと七転八倒七転八倒  

  ☞☞内部内部がわからないものだけでがわからないものだけで現象現象をを追追いかけるいかける  
  ☞☞ようやくようやく、、いくつかいくつか突破口突破口をを見見つけるつける  
  ☞☞いくつかのいくつかの回避策回避策（（抜本的抜本的でないでない））をを得得てて、、運用運用でカバーでカバー    ←←  いまココいまココ  
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当社当社ののBIBIツールツールのの事例事例  

障害障害がが多多いのでバージョンアップをいのでバージョンアップを検討検討したのだが・・・したのだが・・・  
  

    ➣➣バージョンアップのバージョンアップの非互換調査非互換調査をを実施実施  
  ☞☞既存既存レポートがレポートが壊壊れるれる現象現象  
    ▶▶  結果結果  修正修正にかかるにかかる工数工数はは、、3030人月人月  
  

    ➣➣バージョンアップバージョンアップ後後のの機能機能のの検証検証  
  ☞☞旧旧バージョンにバージョンに存在存在していたしていた機能機能でで、、  
    新新バージョンでバージョンで利用利用できないできないものがいくつもあったものがいくつもあった｡｡  
  

    ➣➣バージョンアップバージョンアップ後後のの負荷負荷のの検証検証  
  ☞☞約約11..55倍重倍重くなるくなる  
    ▶▶  コテコテしたユーザインタフェイスコテコテしたユーザインタフェイス  
    ▶▶  機能機能がが増増えたのだがえたのだが、、使使わないものもわないものも多多いい  
  

    ➣➣サーバサーバ構成構成のの検討検討  
  ☞☞重重くなるのでサーバくなるのでサーバ増設増設をを検討検討したした  （（バージョンアップするとすればバージョンアップするとすれば））  

  ☞☞ライセンスライセンス体系体系のの変更変更をを伴伴いい、、数千万円数千万円のの追加投資追加投資がが必要必要とと判明判明  
    （（サーバーライセンスをサーバーライセンスを、、もうもう11つつ追加追加））  
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当社当社ののBIBIツールツールのの事例事例  

➣➣ライセンスライセンス問題問題  
  ☞☞企業企業のの合併合併・・新新バージョンバージョンにに伴伴ってライセンスってライセンス体系体系をを変更変更  
    ～～なんだかんだでなんだかんだで、、支出増支出増  
  ☞☞CPUCPUののCoreCoreライセンスライセンスがが問題問題  
    ▶▶  スタンダードなハードウェアはスタンダードなハードウェアは、、ほとんどほとんどMultiMulti--corecore｡｡  

    ▶▶  ハードウェアリプレースハードウェアリプレース時時にに問題問題  
  

➣➣さらにさらに、、保守料保守料・・技術技術サポートサポート料料もも高騰高騰  
  ☞☞保守保守もサポートももサポートも不満不満なのに・・・なのに・・・  
  ☞☞なぜなぜ、、保守料値上保守料値上げげ？？➝➝不景気不景気だからだから？？  
  

➣➣結果結果、、バージョンアップをバージョンアップを断念断念  
  ☞☞3030人月人月かけてかけて、、機能機能ダウンしてダウンして、、重重くなってくなって、、コストはコストは倍増倍増で・・・で・・・無理無理  
  

➣➣しばらくするとしばらくすると、、旧旧バージョンはバージョンは保守対象外保守対象外にに｡｡  
  ☞☞旧旧バージョンでバージョンで障害障害がが発生発生してもしても、、一切受一切受けけ付付けてもらえないけてもらえない｡｡  
  

➣➣旧旧バージョンをバージョンを動作動作させるさせるOSOSにもにも寿命寿命がが｡｡  
  

➣➣出口出口がが見見えないえない  ←←  いまココいまココ  
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多層化・縦割りの組織 

➣➣ITIT基盤基盤だけがだけが、、多層化多層化･･構造化構造化しているわけではないしているわけではない｡｡  

  
➣➣人人もも多層化多層化しているしている  
  還元主義還元主義➝➝分業化分業化➝➝接着役接着役としてのプロマネだらけとしてのプロマネだらけ｡｡  
  ラピッドなラピッドな意思決定意思決定できるわけができるわけが無無いい｡｡伝言伝言ゲームだらけゲームだらけ｡｡  
  
➣➣大手大手ベンダーにプロジェクトをゆだねると・・・・ベンダーにプロジェクトをゆだねると・・・・  
  プロマネがプロマネが５５人人もも１０１０人人もも  
  プログラマやモデラーよりもプログラマやモデラーよりも給料高給料高いい傾向傾向  
  
➣➣下請下請け・け・孫請孫請け・オフショア・・・ヒエラルキーけ・オフショア・・・ヒエラルキー構造構造をを作作っているっている  
  ☞☞  官僚主義的官僚主義的になるになる傾向傾向があるがある。。  
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ユーザ側も問題 

➣➣技術力技術力のの低下低下・・弱体化弱体化  
  ドッグイヤーでドッグイヤーで、、変化変化のの早早いい技術技術についていけないについていけない｡｡  
  

➣➣高齢化高齢化・・空洞化空洞化  
    

➣➣ポリシーなきポリシーなき、、アウトソーシングアウトソーシング  
  

➣➣丸投丸投げげ体質体質  
  思考停止思考停止してしまってしてしまって、、自分自分たちでたちで考考えるえる必要必要のあることをのあることを、、  
  ベンダーにベンダーに任任してしまうしてしまう。。  
    ▶▶  要件要件をを語語ることができずにることができずに、、ベンダーベンダー任任せせ  
    ▶▶  下流工程下流工程でで手戻手戻りり多発多発  
  

➣➣ベンダーとベンダーと、、半癒着関係半癒着関係  
  囲囲いい込込まれるとまれると楽楽？？  
  

➣➣管理主義管理主義  
  ソフトウェアってソフトウェアって、、もっともっと自由自由でで、、ボーダーレスなボーダーレスな存在存在なんだが・・・なんだが・・・  
  管理管理・・管理管理・・管理管理・・・で・・・で、、そのポテンシャルをそのポテンシャルを奪奪っているっている気気がするがする  
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管理主義～官僚主義 

➣➣管理主義管理主義・・官僚主義官僚主義はは、、ITITのの導入導入・・活用活用にに抑制的抑制的にに働働くく｡｡  

  ☞☞ヒエラルキーヒエラルキー文化文化はは、、人間人間をを機械機械のようにのように扱扱うう傾向傾向があるがある｡｡  
  ☞☞ITITはは人間人間のの創造力創造力・・思考力思考力をを倍増倍増させるさせる利器利器｡｡  
  ☞☞機械機械のようにのように人間人間がが働働くく環境環境ではでは、、ITITはは単単なるなる便利便利なな道具道具  

  ☞☞昨今昨今、、様々様々なな法規制法規制がが、、管理主義管理主義をを加速加速させているさせている  
  

➣➣企業企業とと情報力情報力  
  ☞☞2020年年くらいくらい前前はは、、大企業大企業がが情報情報にに恵恵まれていたまれていた。。  

    ▶▶メインフレーム・メインフレーム・専用回線専用回線にに投資投資  
  ☞☞今今はは、、小規模企業小規模企業のほうがのほうが有利有利  
    ▶▶SaaSSaaS・・HaaSHaaS・・PaaSPaaS・・CloudCloudをを軽快軽快にに使使いこなすいこなす。。  

    ▶▶大企業大企業はこのはこの軽快軽快さがさが無無いい  
  

➣➣Google phobiaGoogle phobia（（グーグルグーグル恐怖症恐怖症））  

  ☞☞セキュリティ・セキュリティ・内部統制内部統制・・個人情報保護個人情報保護・・・・・・  
  ☞☞大企業大企業はは、、  Google phobiaGoogle phobiaをを克服克服できないだろうできないだろうといわれているといわれている｡｡  

  ☞☞なぜなぜ、、安価安価でで高機能高機能でで大容量大容量でで便利便利なツールをなツールを大企業大企業はは使使わないのかわないのか  
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再構築地獄・・・ 

➣➣基幹系基幹系システムのシステムの再構築再構築・・・・・・  
  ☞☞  ５５億億・・１０１０億当億当たりたり前前にかかるにかかる｡｡  
  

➣➣１０１０年使年使ってって、、５５億億でで再構築再構築としたらとしたら、、  
  ☞☞  年間年間、、50005000万万のの換算換算  
  

➣➣サブシステムがサブシステムが、、１０１０個存在個存在しし、、それぞれそれぞれ１０１０年使年使うとするとうとすると  
  ☞☞  毎年再構築毎年再構築プロジェクトプロジェクト  
  

➣➣なぜなぜ、、再構築再構築しなければならないのかしなければならないのか？？  
  ☞☞  現実現実のの業務業務とと乖離乖離  
  ☞☞  インフラ・サポートにおいてインフラ・サポートにおいて、、““梯子梯子をを外外されるされる””  
  

➣➣それでもそれでも、、““価値価値””をを生生みみ出出せばいいんだが・・・せばいいんだが・・・  

  ☞☞  単単なるなる道具道具だったりするだったりする  
  ☞☞  単単なるなる道具道具のの再構築再構築にに、、５５億億とかかかるのはいかがなものかとかかかるのはいかがなものか  
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ユーザサイドから見たシステムのあるべき姿 

◆ 基幹系 
 

◆ 情報系 
 

◆ コミュニケーション系 
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➣➣変化変化にに即応即応できることできること  
  これがこれが最最もも重要重要｡｡  
  現実世界現実世界はは常常にに変化変化するする｡｡コンピュータシステムコンピュータシステム然然りり｡｡  
  
➣➣そしてそして、、変化変化にに上手上手にに対応対応できることできること  
  ここでいうここでいう変化変化とはとは、、経営要求経営要求とと同義同義｡｡  
  ▶▶  変化変化にに対応対応っていうがっていうが、、今今までもまでも経営要求経営要求にソフトウェアはにソフトウェアは対応対応してきたしてきた!!  

    ▶▶  ソフトウェアをソフトウェアを汚汚さないでさないで、、がが前提前提であるである。。  
  
➣➣ソフトウェアをソフトウェアを汚汚さないってどういうことさないってどういうこと？？  
  ▶▶  属人化属人化しないことだったりしないことだったり、、他人他人がが容易容易にに認知認知できることできること｡｡  
  ▶▶  『『不良債権不良債権プログラムプログラム』』にならないことにならないこと  
  
➣➣汚汚れたソフトウェアってれたソフトウェアって？？  
  ▶▶  再構築再構築がが付付きまとうきまとう。。  

ユーザサイドからユーザサイドから見見たシステムのあるべきたシステムのあるべき姿姿  ～～基幹系基幹系～～  
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➣➣しかもしかも、、問題解決問題解決しないしない、、DeadCopyDeadCopy的的なな再構築事例多再構築事例多いい｡｡  

  ▶▶  基幹系基幹系システムのあるべきシステムのあるべき姿姿をイメージできずをイメージできず、、  
        思考停止状態思考停止状態になるとになると、、こうなるこうなる  
  ▶▶  億億のオーダーののオーダーの再構築再構築でで、、問題解決問題解決しないのではしないのでは再構築再構築のの価値無価値無いい  
  

➣➣経営経営・・事業事業にに合合わせてわせて、、ソフトウェアをソフトウェアを開発開発せよ・・・せよ・・・  
  至極至極、、当然当然のことをのことを言言っているっている？？  
    ▶▶  細細かいかい点点でで、、結構結構、「、「足足をを靴靴にに合合わせるわせる行為行為」」をしているをしている｡｡  
    ▶▶  これがこれが、、積積もりもり積積もってもって、、億億のオーダーでのオーダーで再構築再構築  
  

➣➣変化変化変化変化変化変化変化変化にににににににに即応即応即応即応即応即応即応即応するするするするするするするする基幹系基幹系基幹系基幹系基幹系基幹系基幹系基幹系システムはシステムはシステムはシステムはシステムはシステムはシステムはシステムは、、、、、、、、再構築再構築再構築再構築再構築再構築再構築再構築しないものでありたいしないものでありたいしないものでありたいしないものでありたいしないものでありたいしないものでありたいしないものでありたいしないものでありたい｡｡｡｡｡｡｡｡        
  ▶▶  1010年後年後にに、、フロントもバックエンドもフロントもバックエンドも全然変全然変わってしまってもわってしまっても良良いい。。  
  

➣➣基幹系基幹系にに必要必要なアーキテクチャなアーキテクチャ  
  ▶▶  オブジェクトオブジェクト指向設計指向設計がが重要重要  
  ▶▶  またはまたは、、アプリケーションそのものをアプリケーションそのものを、、簡単簡単にに作作りり直直すす手法手法  
    ▶▶  Another Another solutionsolution  ➠➠  ユニケージユニケージ手法手法  
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➣➣基幹系基幹系にに必要必要なガバナンスなガバナンス  
  ▶▶  開発開発ガバナンスガバナンス  ・・  ITIT基盤基盤アーキテクトのアーキテクトの存在存在  

  ▶▶  マスター・データ・マネージメントマスター・データ・マネージメント  
  ▶▶  IT CapabilityIT Capability（（ITITをを使使いこなすいこなす組織的能力組織的能力））  

  
➣➣  作作るべきかるべきか？？  買買うべきかうべきか？？  
  ▶▶  買買うう、、ということはパッケージソフトやということはパッケージソフトやSaaSSaaSのことのこと。。  

    
  ▶▶  基幹系基幹系システムがシステムが、、顧客顧客にに対対してして差別化差別化をを生生みみ出出すものすもの  
        ならなら、、自社開発自社開発すべきすべき（（Core Core or Contextor Context））  
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◆◆パッケージパッケージ導入編導入編  
  
➣➣パッケージソフトウェア・パッケージソフトウェア・SaaSSaaSなどをなどを選定選定するする場合場合  
  

➣➣クラスモデルやクラスモデルや、、データモデルなどがデータモデルなどが提示提示されるものをされるものを選選ぶぶ  
  ☞☞  『『モデルベースのモデルベースのFitFit＆＆GapGap』』  
  

➣➣モデルのモデルの提示提示  
  内部構造内部構造やや物理物理をを提示提示してして欲欲しいとしいと言言っているわけではないっているわけではない。。  
  概念概念レベルでのレベルでの、、モデルをモデルを提示提示してして欲欲しいしい｡｡（（これはこれは必須必須だだ））  
  

➣➣クラスクラス図図、、ERER図図などのなどの、、モデルでモデルで会話会話ができないベンダーがができないベンダーが多多いい  
  ➠➠  手続手続きき型型、、構造化手法等構造化手法等のの従来従来のアーキテクチャでのアーキテクチャで作作られているかもられているかも??  

    ➠➠  変化変化にに柔軟柔軟でないでない  
      ➠➠  結果結果、、数年後数年後にに再構築再構築のの話話がが上上がるがる  
  

➣➣判断基準判断基準  
  ▶▶  簡単簡単にやめられるかどうかにやめられるかどうか  
  ▶▶  実績実績があるかがあるか??  
    パッケージやサービスをパッケージやサービスを提供提供するベンダーがするベンダーが、、なくなってしまうかもなくなってしまうかも??  
  ▶▶  バージョンアップがバージョンアップが簡単簡単にできるかにできるか? ? ➠➠  バージョンアップバージョンアップ地獄地獄にならないことにならないこと  
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➣➣定型的定型的なな計数計数をキレイにをキレイに表示表示するだけではダメだするだけではダメだ  
  売上高売上高、、値引高値引高、、利益高利益高、、粗利率粗利率・・・・・・・・  
  昔昔のの帳票帳票でもでも見見ていたていた内容内容｡｡  
  これらはこれらは、、仕事仕事のの結果結果であるである｡｡  
  
➣➣情報系情報系はは、、局地戦局地戦でで、（、（現場現場のの））暗黙知暗黙知をを活用活用せよせよ！！  
  
➣➣どうもどうも、、BIBIベンダーもベンダーも定型的計数定型的計数をを、、キレイにグラフキレイにグラフ化化するする  

      プレゼンにプレゼンに終始終始しているしている気気がするがする。。  
  ▶▶  そしてそして、、あるある意味意味どのソフトもどのソフトも同同じにじに見見えるえる。。  

ユーザサイドからユーザサイドから見見たシステムのあるべきたシステムのあるべき姿姿  ～～情報系情報系～～  
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➣➣病院病院ごとのごとの患者患者のの数数  ➝➝  顧客顧客ののCapaCapa分析分析にに必須必須  

  そのその中中のの、、胃炎胃炎のの患者患者さんのさんの数数  
  ➝➝  このようなこのような情報情報はは、、営業営業マンはマンは（（なんとなくなんとなく））知知っているっている。。  
  

➣➣薬局薬局でで、、どんなおどんなお客客さんがさんが、、当社当社のの製品製品をを購入購入？？  
  女性女性？？老人老人？？固定客固定客？？一元一元さんさん？？サラリーマンサラリーマン？？本人本人？？代理代理？？  
  

➣➣おお客客さんはさんは、、どういうどういう方式方式でごでご購入購入されるされる？？  
  拾拾いい買買いい? ? 指名買指名買いい? ? 薬局薬局でで推奨推奨？？  
  

➣➣売場売場のの棚割棚割りはりは、、どんなどんな感感じじ？？  
  レジレジ横横？？  コーナーのコーナーの吊吊るしるし？？  フェイスのフェイスの幅幅はは？？  
  

➣➣小売店小売店のの立地立地はは？？  
  ファミリーファミリー街街? ? 若若いい学生学生? ? 出張出張のサラリーマンのサラリーマン多多いい? ? 飲飲みみ屋街屋街？？  
  

➣➣薬薬はは、、どんなどんな服用服用のされのされ方方をしているのだろうをしているのだろう？？  
  家家でで服用服用? ? 外出先外出先? ? おお酒酒をを飲飲むむ前前? ?   

現場の暗黙知って何？ 
ユーザサイドからユーザサイドから見見たシステムのあるべきたシステムのあるべき姿姿  ～～情報系情報系～～  
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➣➣このようなこのような、、マーケティングにマーケティングに最最もも大事大事なな、、顧客顧客やや商品商品にに関関するする事態事態がが、、  
      CentralCentral--DWHDWHにに無無いい  

  ▶▶  あるのはあるのは結果結果としてのとしての、、売上高売上高とかとか利益額利益額  
  

➣➣これらのこれらの情報情報はは、、営業営業マンがマンが現場現場をを回回ってって、、なんとなくなんとなく知知っているっている  
  ▶▶  基本基本はは頭頭のの中中｡｡  
  

➣➣そしてそして、、このようなこのような情報情報ををCentralCentral--DWHDWHでで管理管理してはダメしてはダメ！！  

  ▶▶  このようなこのような情報情報はは、、中央集権的中央集権的にに管理管理することはなじまないすることはなじまない｡｡  
  ▶▶  暗黙知暗黙知をを、、““管理管理””してはだめしてはだめ｡｡  
  

➣➣現場現場にに入入りり込込んでんで、、小規模小規模なな環境環境でで展開展開するする  
  

➣➣このようなこのような暗黙的暗黙的なな情報情報をデータをデータ化化してして、、仮説立案仮説立案～～実施実施～～検証検証のの  
      PDCAPDCAサイクルをサイクルを回回すす｡｡  
  

➣➣  逆逆だだ｡｡  
  ▶▶  一般的一般的ななBI  BI  ：：  data data ➝➝  information information ➝➝  intelligence intelligence ➝➝  profitprofit  
  ▶▶  こうあるべきこうあるべき  ：：  （（TacitTacit））information or intelligence information or intelligence ➝➝  datadata  

局地戦で、暗黙知を活用する情報系システム 
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ツール・ソフトウェアはどうあるべきか 

➣➣ツールはあまりツールはあまり重要重要ではないではない  
  ▶▶  しかししかし、、BIBIツールにはあまりツールにはあまり無無いい、、エントリーエントリー機能機能はは必要必要。。  

  
➣➣様々様々なな集合集合、、属性属性がが簡単簡単にに（（テキストテキスト入力感覚入力感覚でで））登録登録できることできること  
  
➣➣属性属性のの設定設定はは、、メインのリソースにメインのリソースに対対してして、、““関係関係””でで表現表現するする  

  属性属性はカラムではカラムで持持たないたない  
  
➣➣またはまたは、、このようなこのような、、ボトムアップでボトムアップで現場現場をを支援支援するコンサルティングはするコンサルティングは、、  
        11つのビジネスモデルになるかもしれないつのビジネスモデルになるかもしれない  

  ▶▶  現場現場にに入入るコンサルるコンサル｡｡  
  ▶▶  顧客顧客（（このこの場合場合ユーザユーザ））とと、、一緒一緒になってになって悩悩みみ、、喜喜ぶぶ｡｡  
    ▶▶  トップダウンなコンサルではないトップダウンなコンサルではない  

ユーザサイドからユーザサイドから見見たシステムのあるべきたシステムのあるべき姿姿  ～～情報系情報系～～  
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成功事例成功事例をを共有共有するする方法方法  

➣➣成功事例成功事例のの共有方法共有方法のの一例一例  
  ☞☞マネージャがマネージャが、、部下部下にヒアリングにヒアリング  
    ▶▶「「今月今月のあなたのベスト・プラクティスはのあなたのベスト・プラクティスは何何だっただった？？」」  
  ☞☞このベスト・プラクティスをこのベスト・プラクティスを、、本部本部でで集集めるめる。。  
  ☞☞本部本部ではでは、、““さらにそのさらにその中中でで、、ベストベスト1010””をを選出選出  
  ☞☞““ベストベスト1010””をを現場現場にフィードバックにフィードバック｡｡  それをそれを壁壁にに貼貼るる｡｡  
  ☞☞現場現場のの営業営業はは、、このこの““ベストベスト1010””からから  
    ▶▶「「今月今月はは、、このこの44番目番目のの方法方法をを試試してみますしてみます」」とと宣言宣言させるさせる｡｡  

  ☞☞そのその結果結果（（成否成否））をを本部本部にに返返すす。。  
  ☞☞本部本部でで結果結果をを集計集計  
  ☞☞Best Best of Bestof Bestがが残残るる  

  ☞☞最初最初にに戻戻るる  
  
➣➣もちろんもちろん、、このこの方式方式をを、、戦略的戦略的ビジネスビジネス単位単位((SBUSBU))毎毎にに行行うう｡｡  

  
➣➣このこの方式方式はは、、基本的基本的ににITIT不要不要  

  ☞☞紙紙だけだけでもできるでもできる｡｡  
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ユーザサイドから見たシステムのあるべき姿 ～コミュニケーション系 

➣➣  コミュニケーションコミュニケーション系系とはとは、、ポータルやグループウェアポータルやグループウェア｡｡  
  
➣➣今後最今後最もも、、重要重要なシステムになるなシステムになる可能性可能性があるがある。。  
  
➣➣背景背景  
  ☞☞  今今のの日本日本のの組織組織はは、、縦割縦割りり、、官僚主義官僚主義  
  ☞☞  縦割組織縦割組織・・官僚主義官僚主義ではでは、、““知知””がが限限られるられる  
  ☞☞  ““知知””はは、、横断的横断的なな知識知識をを重重ねね合合わせるのがいいわせるのがいい  
    ▶▶  アイデアアイデア創出法創出法：：全全くく異異なるなる単語単語でで、、GoogleGoogle検索検索してみるしてみる  
          （（例例：：万葉集万葉集とと酸性雨酸性雨とか・・・とか・・・））  

  ☞☞  世界的世界的にに有名有名なな事例事例  ➠➠  GEGEのワークアウト・タウンミーティングのワークアウト・タウンミーティング  

  
➣➣GEGEのタウンミーティングのようなのタウンミーティングのような、、コミュニケーションをコミュニケーションを、、SNSSNS等等をを使使ってって行行うう。。  
  ▶▶  企業内企業内SNSSNS・ブログ・ブログ  ➠➠  官僚主義的官僚主義的なな企業文化企業文化をを変変えるえる力力があるがある??  
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➣➣これもこれも、、管理主義管理主義・・官僚主義官僚主義でで実施実施してはダメしてはダメ  
  ☞☞  管理管理してはしては逆効果逆効果  
  ☞☞  自由闊達自由闊達でで、、本音本音がが出出るコミュニケーションるコミュニケーション場場  （（タバコタバコ部屋部屋にに変変わるわる場場））  

  ☞☞  組織組織のの言葉言葉からから、、個人個人のの言葉言葉  
  
➣➣SNSSNSファシリテータがファシリテータが重要重要  

  ☞☞  ファシリテータとは・・・ファシリテータとは・・・参加者参加者のの議論議論をを促進促進するする役割役割  
  ☞☞  一般的一般的なな合意形成型会議合意形成型会議でのファシリテーションとはでのファシリテーションとは一風異一風異なるなる  
  
➣➣あくまであくまで、、““人間中心人間中心””  

  ☞☞  フェイス・トゥ・フェイスとフェイス・トゥ・フェイスと併用併用  
  
➣➣企業内文化企業内文化のの変革変革  ➠➠  ビジネスビジネス創出創出へへ  
  横断的横断的なな““知知””のの交流交流からから、、新新たなたなBizBizアイデアがアイデアが創出創出すればすれば大成功大成功  

  そのためにそのために、、上流上流にアイデアをエスカレーションするプロセスをにアイデアをエスカレーションするプロセスを  
                  定義定義しておくしておく必要必要があるがある  

ユーザサイドから見たシステムのあるべき姿 ～コミュニケーション系 
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➣➣ツールはどうあるべきかツールはどうあるべきか？？  
  
➣➣自社開発自社開発するメリットはするメリットは無無いい｡｡  
  ☞☞  ASPASP・・SaaSSaaSがが向向くだろうくだろう｡｡  
  ☞☞  OpenPNEOpenPNEなどのなどの、、オープンソースをオープンソースを利用利用するのもするのも手手だろうだろう｡｡  

  
➣➣といってもといっても、、本質本質はソフトウェアはソフトウェア論論ではないではない  
  ☞☞  アクセスコントロールやアクセスコントロールや、、ロギングなどはロギングなどは、、どんなソフトウェアどんなソフトウェア、、  
          サービスでもサービスでも、、大抵同大抵同じようにできるとじようにできると思思われるわれる。。  
  ☞☞  大事大事なのはなのは、、前述前述ののSNSSNSファシリテーションなどファシリテーションなど  

ユーザサイドから見たシステムのあるべき姿 ～コミュニケーション系 
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ユーザサイドから見たシステムのあるべき姿 

◆◆コンシューマユースとコンシューマユースと企業企業ユースユース  
  
➣➣キレイなだけのインターフェースはキレイなだけのインターフェースは企業企業ユースではユースでは不要不要  
  ▶▶  PCPCパワー・ネットワークにパワー・ネットワークに多大多大なな投資投資がいるがいる  

  
➣➣大容量大容量HDDHDD  
  ▶▶  コンシューマユースでもコンシューマユースでも、、HDDHDDはは動画動画のためののための大容量大容量といってよいといってよい  
  ▶▶  企業企業USEUSEでもでも動画動画がが使使うがうが、、媒体媒体ベースでベースで持持てばよろしいてばよろしい  

  
➣➣PCPC起動起動もも兎兎にに角遅角遅いい  
  ▶▶  モバイルモバイルPCPCのの起動起動にに数分数分かかるかかる｡｡  
    ▶▶  暗号化暗号化されているされているHDDHDDのの復号復号にに時間時間がかかるがかかる  

  
➣➣モバイルモバイルPCPCのの利用利用におけるインフラにおけるインフラ  

  ▶▶  電源電源とと電波電波  
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ユーザサイドから見たシステムのあるべき姿 まとめ 

◆◆基幹系基幹系  
  変化変化にに即応即応しし、、再構築再構築でで多大多大なコストをかけないなコストをかけない  
  
◆◆情報系情報系  
  価値価値をを創出創出することをすることを念頭念頭にに、、現場現場のの暗黙知暗黙知をを活用活用するする  
  
◆◆コミュニケーションコミュニケーション系系  
  官僚的官僚的なな企業文化企業文化をを変革変革するする、、横断的横断的コミュニティコミュニティ  
  をファシリテートせよをファシリテートせよ  
  
◆◆コンシューマユースとコンシューマユースと企業企業ユースユース  
  ITIT利用利用におけるにおける本質的本質的なな違違いをいを再認識再認識しし、、企業企業ユースをユースを  

  デザインするデザインする必要必要があるがある  
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以上以上ですです｡｡  
  

ごご清聴清聴ありがとうございましたありがとうございました  


